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平成29年（2017年）6月1日中央浄水場（昭和42年頃撮影）※平成１８年に萱田給水場に統合され廃止 中央浄水場ポンプ室（昭和41年撮影）

水道給水開始50周年
●給水人口 194,426人　●水道普及率 99.1％　●下水道処理区域内人口 180,333人　●下水道普及率 91.9％（平成29年3月31日現在）

　本市の水道事業は、八千代市制が施行された年と同じ、昭和４２年の４月に市営水道として給水が開始
され、今年で５０周年を迎えました。市民の皆様の多大なるご理解とご協力により、今日に至るまで事業を
継続することができました。今後も、時代の変化を見据えながら、皆様に安全でおいしい水道水をお届けし
てまいります。

やっち

給水人口の推移
（各年度末）単位：人
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　本市の水道事業は、昭和４０年に認可を取得し、
昭和４２年４月１日から中央浄水場の一部完成によ
り、大和田・高津・大和田新田・旧高津新田地区・村
上の一部に給水を開始しました。また、同年には千
葉県住宅供給公社が経営していた八千代台地区
の水道事業を市に統合し、市営水道に切り替えま
した。
　その後、人口の増加と共に市内の浄水場の整備
が進み、昭和４４年に勝田台浄水場、昭和４５年に
米本浄水場、昭和４７年に高津浄水場、昭和５１年
に村上給水場で給水を開始しました。

　当初、本市の水道水は地下水のみを水源として
いましたが、県内東京湾沿岸地域における地盤沈
下への対策や、さらなる人口増など将来の水需要
を考慮した安定給水を図るため、地下水に代わる
水源の確保が重要な課題となり、昭和４８年に本市
と千葉県・松戸市・野田市・柏市・流山市・我孫子
市・習志野市の共同で北千葉広域水道企業団が設
立されました。
　江戸川の表流水を取水・浄水処理した水を同企
業団から受水し、市内に送配水することができる施
設として睦浄水場の建設を行い、昭和５４年６月か
ら受水を開始しました。
　現在皆様にお送りしている水道水は、地下水と
江戸川の水がおおよそ半分ずつとなっています。

　本市は都心から３０km圏内に位置し、その立地条
件と豊かな自然に恵まれた都市として急速な発展を
遂げてきました。　
　給水が開始された昭和４２年の給水人口は２万人
ほどでしたが、建築物の中高層化、東葉高速鉄道の
開通などによる市街地人口の増加に伴い、給水人口
は増え続けました。このような中で、ゆりのき台団地
の整備に合わせ萱田給水場（現萱田浄水場）を新設
し、平成６年に給水を開始しました。
　このように、都市化の進展に対応した給水区域の
拡大と施設能力の充実を図ってきた結果、平成２８年
度末時点の給水人口は１９万４千人となり、本市人口
のおよそ９９％に水道が普及しています。

水道事業のはじまり 地下水と江戸川の水をブレンドした水道水へ

給水人口を伸ばし続けてきた八千代市

▲萱田浄水場▲江戸川の表流水の受水を伝える当時の広報やちよ（昭和54年5月15日号）▲米本団地と米本浄水場の高架水槽（昭和46年撮影）▲井戸の掘削工事（昭和41年撮影）

蛇口をひねれば当たり前に出てくる、いつも何げなく使っている水道水。皆様は普段、どんな水を飲んでいますか。市販の
水や浄水器から出る水を思い浮かべる人も多いかもしれません。八千代市の水道水はミネラル成分が多く含まれており、
水質も安定しています。水分補給の機会も多いこれからの季節、安全でおいしい八千代の水道水を飲んでみませんか。

6月1日から7日は
水 道 週 間

やちよの水道水が安全でおいしい理由やちよの水道水が安全でおいしい理由
ミネラルたっぷりの地下水と高度浄水処理水のブレンド

　本市の水道水は、市内３３か所の井戸から汲み上げた地下水と、江戸
川の水を北千葉広域水道企業団が取水し高度浄水処理した水のブレン
ドとなっており、このブレンド水を皆様のご家庭等へ給水しています。
　地下水は地下約１５０mの深井戸から汲み上げており、ミネラルが豊富
でおいしい水です。また、江戸川の水については、平成２６年１２月から北
千葉広域水道企業団における高度浄水処理施設が稼働し、通常の浄水
処理方法に加え生物活性炭処理とオゾン処理によりかび臭物質などの
においの元がほぼ除去され、よりおいしい水となりました。

厳しい基準の水質検査を実施

　本市では、水道法で義務付けられた検査内容に加え、法令などで「検
査することが望ましい」とされる内容まで検査を行っています。市内の
配水管末端の給水栓の水の色・濁り・残留塩素濃度については毎日検
査を実施すると共に、原水や浄水について定期的に検査を行い、水道
水の安全性を確認しています。

いつも飲んでる水道水をペットボトルにしました！

　皆様に本市の水道水の安全性やおいしさを知っていただくために、
水道水の入った500mlペットボトル「八千代市制施行・水道給水開始５
０周年記念　やちよのおいしい水道水」を製作しました。このボトルド
ウォーターは、八千代市の地下水と北千葉広域水道企業団からの受水
をブレンドした水道水を萱田浄水場で採水したもので、水道週間をはじ
めとして、２９年度に市内で行われるさまざまなイベント等において無
料配布する予定です。

給水開始50周年イベントでペットボトルを配布します
■場所　　フルルガーデン八千代１階　噴水広場　　　 
■日時　　平成２９年 ６月４日（日）　１０：００～１６：００　
■内容　　水道水入りペットボトルの無料配布、
　　　　　オゾン処理による色水の脱色実験の実演、
　　　　　耐震型水道管やパネルの展示、水道水に
　　　　　関するアンケート等を実施します。
　　　　　ぜひ、お越しください！

※水道水入りペットボトルは先着２，０００本、
　お一人様１本の配布となります。
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八千代市の水道 5 0年のあゆみ



平成２9年（２０１7年）6月１日発行 やちよ上下水道だより 第２3号

問題：1日のうち、水が一番多く使われている時間帯
　　 はどの時間帯でしょうか？
①6時～8時
②10時～12時
③19時～21時

●土日・祝日、夜間の漏水及び給水装置の故障・修理の連絡先
　㈱八千代市水道サービス　電話：047-485-6656

●水道の開・閉栓及び水道料金・下水道使用料の問い合わせ先
　（お問い合わせの際には ①住所 ②氏名 ③検針票及び納入通知書に記載の
ある使用者番号をお知らせください）

委 託 先：第一環境㈱　八千代営業所
所 在 地：八千代市萱田町535-11　パディービル1F
営業時間：月～土（日曜・祝日・振替休日・年始（1/1～1/3）は休み）
　　　　　午前8時 30分～午後6時 00分
電     話：047-483-5403
※長期不在（2か月以上）の際は閉栓のご連絡をお願いします。

●インターネットで水道の使用開始・中止の届出ができます。
　東京電力エナジーパートナー㈱の「引越れんらく帳」を利用して、イン
ターネットで水道の使用開始・中止の届出ができます。
　上下水道局への水道の使用開始・中止の届出だけでなく、引越元・引
越先の住所から電気・ガス・水道・電話等の事業者の連絡先を検索し、
連携をしている事業者に対して一括で引越手続を行えます。
●引越れんらく帳　http://hikkoshi-line.jp/

　本紙に関するご意見・ご感想を上下水道局経営企画課まで
お寄せください。

電話：047-483-6572
Ｅメール：keiei1@city.yachiyo.chiba.jp

水道事業の経営状況について

八千代市汚水適正処理構想を策定しました
上下水道クイズ

答え：③
皆さんがお風呂に入ったり、夕食を
食べたりする時間帯に水が一番多く
使われています。また、朝食を食べ
る時間帯の６時～８時も、水が多く
使われています。

やっち

「八千代市汚水適正処理構想」とは、市内全域を対象として効率的かつ効果的に汚水処理施設整備を
実施するために、公共下水道及び合併処理浄化槽による整備区域を設定するものです。
　本構想は平成７年度に策定されたのち、５～７年程度の周期で見直しを実施しており、今回が３度目
の見直しとなります。
　今回の構想見直しにおいては、「①国及び千葉県が定めた基本方針により、今後１０年程度を目途
に汚水処理の概成が求められていること」、「②今後の人口減少や汚水処理施設の改築更新需要の
増大が見込まれること」などを踏まえ、本市における公共下水道による整備区域は原則として市街化
区域のみとし、市街化調整区域については短期間で整備可能な合併処理浄化槽による整備区域とし
ています（既整備区域・大規模開発予定区域を除く）。
 詳しい内容は、市のホームページから閲覧することができます。
⇒http://www.city.yachiyo.chiba.jp/801500/page100014.html

今後、施設の耐震化や老朽化対策のために多額の資金が必要となります

　本市の浄・給水場、水道管など多くの水道施設は、昭和４０年代から
５０年代の住宅団地の造成とともに整備されてきましたが、経年により
建物や機械設備、管路などの老朽化が進み、大規模な更新時期を迎えて
います。
　施設の耐震化や老朽化対策には多額の資金が必要となりますが、自己
資金だけで事業費を賄うことは困難なため、企業債（いわゆる借金）を
借り入れて財源の一部としています。
　現在、これらの事業費が増加傾向にあることから、保有資金が減少し、
企業債への依存度が高くなっており、企業債残高が年々上昇しています。
企業債残高の上昇による将来世代への負担を増やすことなく引き続き耐
震化や老朽化対策を進めていくためには、企業債残高を減らしていく必
要があります。

経営戦略に基づく投資の合理化や水道料金の見直しの検討を進めます

　これらの課題に対応し、将来にわたり安全な水を安定的にお届けする
ために、平成２８年度から３７年度までの１０年間を計画期間とし、経
営の基本方針や取組みを示した「八千代市上下水道事業経営戦略」を平
成２８年３月に策定しました。
　この計画に基づき、施設のダウンサイジングや統廃合などの投資の合
理化、複数の施設や業務の包括委託などによる経費の節減に最大限取組
みながら、水道事業の根幹である水道料金の見直しについても検討を進
めていきます。

将来、水道料金収入の減少が見込まれています

　本市の水道事業運営に係る費用の大部分は、皆様からいただいている
水道料金で賄われていますが、近年の節水意識の高まりや節水器具の普
及などにより、人口が増加しながらも、給水量は減少傾向にあります。
将来的な水需要につきましては、今後約１０年間は人口増加により給水
量は横ばいを見込んでいますが、その後、人口が減少に転じた際には給
水量の減少が加速し、これに伴い水道料金収入の減少が予想されます。

下　水　道　が　詰　ま　っ　た　と　き　は　？

　下水道の詰まった箇所によって対応が異なりますので、
下の参考図を基に場所と状態をご確認ください。

①公共下水道（公共ますより下水道管側）が詰まった時
　　公共ますの詰まりや破損等、道路にある下水道管までの詰まりや異常に気付いた
　　時は、上下水道局まで連絡してください。
②排水設備（公共ますより宅地側）が詰まった時
　　宅地内の排水設備は、みなさまの個人財産です。
　　宅地内のトイレや台所、汚水管や接続ますなどの宅地内の排水設備が詰まったり
　　破損した場合は、個人の負担で修繕を行っていただくことになります。
　　ご自分で対処できない場合は、八千代市指定の下水道排水設備事業者に対応を
　　依頼してください。
　　業者に対応を依頼される場合は、事前に見積り金額を確認されることをお勧め
　　します。
　　※下水道排水設備事業者一覧はこちらのホームページからお探しください。
　　http://www.city.yachiyo.chiba.jp/801000/page000010.html

接続ます

排水設備（個人が設置・管理する部分） 公共下水道（上下水道局で設置・管理する部分）

汚水管
接続ます 接続ます 公共ます

下水道管

マンホール
側
溝

雨水管

市の人口は増加していますが、節水意識の高まりなどにより、
特に平成23年度から給水量は減少傾向にあります。

※有収水量・・・給水量のうち料金の対象となる水量

企業債残高は平成16年度から
平成27年度の11年間で

約40億円増加


